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秦の始皇帝は秦の荘襄王の子なり。荘襄王は秦の為に趙に質子たり。呂不

韋の姫を見て、悦びて之を取り、始皇を生む。 

秦の昭王四十八年正月に邯鄲に生まるるを以て、生まるるに及び、名づけ

て政と為し、姓は趙氏なり。 

年十三歳にして、荘襄王は死し、政、代わりて立ち、秦王と為る。是の時

に當りて、秦の地は、巴・蜀。漢中を并せ、宛を越えて郢を有ち、南郡を

置き、北は上郡以東を収めて、河東・太原・上黨郡を有ち、東は滎（ケイ）

陽に至り、二周を滅ぼし、三川郡を置く。呂不韋を相と為し、十万戸を封

じ、号して文信侯と曰う。賓客游士を招致して、以て天下を并せんと欲す。

李斯、舎人と為る。蒙驁・王齮・麃（ヒョウ）公等、将軍と為る。王、年

少く、初め位に即くや、国事を大臣に委ぬ。晋陽反す。 

元年、将軍蒙驁、撃ちて之を定む。 

二年、麃公、卒を将いて巻を攻め、首を斬ること三万。 

三年、蒙驁、韓を攻め、十三城を取る。王齮死す。十月、将軍蒙驁、魏氏

の畼（チョウ）・有詭を攻む。歳大いに饑ゆ。 

四年、畼・有詭を抜く。三月、軍罷む。秦の質子、趙自り帰る。趙の太子、

出でて国に帰る。十月、庚寅、蝗蟲（コウ・チュウ、いなご）、東方従り

来たり、天を蔽う。天下疫す。百姓の粟千石を内るるものに、爵一級を拝

す。 

五年、将軍驁、魏を攻めて酸棗を定む。燕虚・長平・雍丘・山陽城、皆之

を抜き、二十城を取り、初めて東郡を置く。冬雷す。 

六年、韓・魏・趙・衛・楚共に秦を撃ち、壽陵を取る。秦、兵を出だす。

五国の兵、罷む。衛を抜き、東郡に迫る。其の君角、其の支属を率い、徙

りて野王に居り、其の山を阻て、以て魏の河内に保（ホウ、籠城して守る

こと）ず。 

七年、彗星、先に東方に出で、北方に見わる。五月、西方に見わる。将軍

驁死す。龍・狐・慶都を攻めて、還れる兵を以て、汲を攻む。彗星、復た

西方に見わる。十六日、夏太后死す。 

八年、王の弟長安君成蟜、軍を将いて趙を撃ち、屯留に反す（死は衍字）。

軍吏皆斬死す。其の民を臨洮に遷す。将軍、壁死す（正義曰く、成蟜、壁

塁の内に自殺す。壁を人名とする説もある）。卒の屯留の蒲鶮（ホ・カク、

人名と解釈するが、邑の名とする説もある）反し死す（先の衍字の死をこ

こに挿入する）。其の屍を戮す。河魚、大いに上がる（洪水により魚が陸

に上げられた）。（洪水のために民は）軽車重馬（重馬は肥馬）にて東して、

就きて食らう。嫪アイ（“士”の下に“毋”）封ぜられて長信侯と為る。之
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に山陽の地を予え、アイをして之に居らしむ。宮室・車馬・衣服・苑囿・

馳猟、アイに恣にせしめ、事は小大無く、皆アイに決す。又河西の太原郡

を以て、更めてアイ国と為す。 

九年、彗星見わる。或いは天に竟（わたる）る。魏の垣・蒲陽を攻む。四

月、上、雍に宿す。己酉、王、冠し、剣を帯ぶ。長信侯アイ乱を作して覚

る。王の御璽及び太后の璽を矯り、以て県卒及び衛卒、官騎、戎翟の君公

の舎人を発し、将に蘄年宮を攻めて乱を為さんと欲せんとす。王之を知り、

相国昌平君・昌文君をして卒を発してアイを攻めしむ。咸陽に戦い、首を

斬ること数百。皆爵を拝す、及び宦者の皆戦中に在る者も、亦た爵一級を

拝す。アイ等敗走す。即ち国中に令す、アイを生得するもの有らば、銭百

万を賜う、之を殺すものは五十万、と。尽くアイ等を得たり。衛尉竭・内

史肆・佐弋竭・中大夫令斉等二十人、皆梟首（キョウ・シュ、さらし首）

し、車裂し、以て侚う。其の宗及び其の舎人を滅ぼし、軽き者はキ（“鬼”

の“ノ”を取った字）薪（キ薪で、薪を取って宗廟に供する労役のこと）

と為し、及び爵を奪いて蜀に遷すもの四千余家、房陵に家す。四月、寒凍

にして、死する者有り。楊端和、衍氏を攻む。彗星、西方に見われ、又北

方に見わる。斗（北斗星）従り以南は八十日（八十日間見えていた）。 

十年、相国呂不韋、嫪アイに坐して免ぜらる。桓齮を将軍と為す。斉・趙

来たりて置酒す（宴会）。斉人茅焦、秦王に説きて曰く、「秦、方に天下を

以て事と為す。而るに大王に母太后を遷すの名有り。恐らくは諸侯之を聞

かば、此れに由り秦に倍かん。」秦王乃ち太后を雍より迎えて、咸陽に入

れ、復た甘泉宮に居らしむ。大いに索めて客を逐う。李斯、上書して説く。

乃ち逐客の令を止む。李斯、因りて秦王に説きて請う、先ず韓を取れ、以

て他国を恐（おどす）さん、と。是に於いて斯をして韓を下さしむ。韓王

之を患い、韓非と與に秦を弱めんことを謀る。大梁の人尉繚（ウツ・リョ

ウ）来たり、秦王に説きて曰く、「秦の彊きを以てせば、諸侯は譬ば郡県

の君の如し、臣、但に諸侯が合従し、翕（あう）いて不意に出でんことを

恐るるのみ。此れ乃ち智伯・夫差・湣王の亡びし所以なり。願わくは大王、

財物を愛しむ毋かれ。其れを豪臣（諸侯の権臣）に賂し、以て其の謀を乱

せ。三十万金を亡うに過ぎずして、則ち諸侯、尽くす可からん。」秦王、

其の計に従いて、尉繚を見るに、亢礼（対等の礼で待遇する）し、衣服食

飲は繚と同じくす。繚曰く、「秦王の人と為りは、蜂準（ホウ・セツ、高

い鼻）、長目、摯鳥（猛禽）の膺（オウ、胸）、豺の声、恩少なくして虎狼

の心あり。約（困約、窮約）に居るときは、人の下に出で易く、志を得し

ときは、亦た人を軽食せん（人を軽んじて、残虐になる）。我は布衣なり。

然るに我を見るに、常に身は自ら我に下る。誠に秦王をして志を天下に得
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しめば、天下皆虜と為らん。與に久しく游ぶ可からず。」乃ち亡げ去る。

秦王、覚り、固く止め、以て秦国の尉（大将軍に相当する官）と為す。卒

に其の計策を用いて、李斯、事に（政事に）用う。 

十一年、王翦・桓齮・楊端和、鄴を攻め、九城を取る。王翦、閼與・橑楊

を攻む。皆并せて一軍と為す。翦、将たること十八日、軍の斗食以下（一

日に一斗の秩を受ける下級の者）を帰し、什に二人を推して軍に従わしむ。

鄴・安陽・垣を取る。桓齮将たり。 

十二年、文信侯不韋死す。窃かに葬る。其の舎人の臨する者の、晋人は之

を逐い出だし、秦人の六百石以上は爵を奪いて遷し、五百石以下にして臨

せざるものは遷し、爵を奪うこと勿らしむ。今自り以来、国事を操り不道

なること、嫪アイ・不韋の如き者は、其の門を籍すること（財産を没収し

て、籍を無くし、徒隷となすこと。異説あり）、此れに視（なぞらえる）

えん、と。秋、嫪アイの舎人の蜀に遷せし者を復す。是の時に當りて、天

下大いに旱し、六月より八月に至り、乃ち雨す。 

十三年、桓齮、趙の平陽を攻め、趙の将扈輒（コ・チョウ）を殺し、首を

斬ること十万。王、河南に之く。正月、彗星、東方に見わる。十月、桓齮、

趙を攻む。 

十四年、趙の軍を平陽に攻め、宜安を取り、之を破り、其の将軍を殺す。

桓齮、平陽・武城を定む。韓非、秦に使いす。秦、李斯の謀を用い、非を

留む。非、雲陽に死す。韓王請う、臣と為らん、と。 

十五年、大いに兵を興す。一軍は鄴に至り、一軍は太原に至り、狼孟を取

る。地、動く。 

十六年九月、卒を発し、地を韓の南陽に受け、騰を假守とす。初めて令し

て男子をして年を書せしむ。魏、地を秦に献ず。秦、麗邑を置く。 

十七年、内史騰、韓を攻め、韓王安を得て、尽く其の地を納め、其の地を

以て郡と為し、命づけて頴川と曰う。地、動く。華陽太后卒す。民、大い

に飢ゆ。 

十八年、大いに兵を興し趙を攻む。王翦、上地に将たりて井陘を下す。端

和、河内に将たり、羗瘣（キョウ・カイ）、趙を伐つ。端和、邯鄲城を囲

む。 

十九年、王翦・羗瘣、尽く趙の地を定取し、東陽にて趙王を得たり。兵を

引きて燕を攻めんと欲し、中山に屯す。秦王、邯鄲に之き、諸々の嘗て王

が趙に生まれし時の母の家と仇怨有るものは、皆之を阬にす。秦王還り、

太原・上郡従り帰る。始皇帝の母太后崩ず。趙の公子嘉、其の宗数百人を

率いて代に之き、自ら立ちて代王と為り、東のかた燕と兵を合わせて、上

谷に軍す。大いに飢ゆ。 
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二十年、燕の太子丹、秦の兵が国に至らんことを患い、恐れて、荊軻をし

て秦王を刺さしむ。秦王、之を覚る。軻を体解（支体を分かつ極刑）し、

以て侚う。而して王翦・辛勝をして燕を攻めしむ。燕・代、兵を発し秦軍

を撃つ。秦軍、燕を易水の西に破る。 

二十一年、王賁、薊を攻む。乃ち益々卒を発し王翦の軍に詣（いたす）す。

遂に燕の太子の軍を破り、燕の薊城を取りて、太子丹の首を得たり。燕王、

東のかた遼東を収めて之に王たり。王翦、病を謝して老帰す（隠居するこ

と）。新鄭反す。昌平君、郢に徙さる。大いに雪雨（ふる）り、深さ二尺

五寸。 

二十二年、王賁、魏を攻む、河溝を引きて大梁に灌ぐ。大梁城、壊れる。

其の王、請いて降る。尽く其の地を取る。 

二十三年、秦王、復た王翦を召し、彊いて之を起たせ、将として荊を撃た

しむ。陳より以南平輿に至るまでを取り、荊王を虜にす。秦王、游びて郢・

陳に至る。荊の将項燕、昌平君を立てて荊王と為し、秦に淮南にて反す。 

二十四年、王翦・蒙武、荊を攻め、荊軍を破る。昌平君、死す。項燕、遂

に自殺す。 

二十五年、大いに兵を興し、王賁をして将として、燕の遼東を攻めしめ、

燕王喜を得たり。還りて代を攻め、代王嘉を虜にす。王翦、遂に荊の江南

の地を定め、越君を降す。会稽郡を置く。五月、天下大いに酺す（ホ、酒

宴、国に慶事が有るときに、天子から飲食を賜り、又は民が喜び合って開

く酒宴）。 

二十六年、斉王建、其の相后勝と與に兵を発し、其の西界を守り、秦に通

ぜず。秦、将軍王賁をして燕の南従り斉を攻め、斉王建を得たり。秦、初

めて天下を并す。丞相・御史に令して曰く、「異日、韓王は地を納れ璽を

效し、藩臣と為らんことを請い、已にして約に倍き、趙・魏と合従し秦に

畔く。故に、兵を興し之を誅し、其の王を虜にせり。寡人、以為へらく、

善し、と。庶幾（こいねがう）わくは兵革を息（やめる）めんと。趙王、

其の相李牧をして来たりて約盟せしむ。故に其の質子を帰す。已にして盟

に倍き、我が太原に反せり。故に兵を興し之を誅し、其の王を得たり。趙

の公子嘉乃ち自ら立ちて代王と為る。故に兵を挙げて撃ちて之を滅ぼせ

り。魏王は始め約して服し秦に入る。已にして、韓・趙と與に謀り秦を襲

う。秦の兵吏が誅し遂に之を破れり。荊王は青陽以西を献ず。已して、約

に畔き、我が南郡を撃つ。故に兵を発し誅し其の王を得て、遂に其の荊の

地を定めたり。燕王は昏乱（心が暗く乱れている）なり。其の太子丹、乃

ち陰かに荊軻をして賊を為さしむ。兵吏が誅し其の国を滅ぼせり。斉王は

后勝の計を用いて、秦の使を絶ち、乱を為さんと欲す。兵吏が誅して其の
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王を虜にし、斉の地を平らげたり。寡人、眇眇（ビョウ・ビョウ、小さい

形容）の身を以て、兵を興し暴乱を誅し、宗廟の霊に頼り、六王は咸其の

辜（コ、つみ）に伏し、天下大いに定まれり。今、名号を更めずんば、以

て成功に称い、後世に伝うる無し。其れ帝号を議せよ。」丞相綰・御史大

夫劫・廷尉斯等、皆曰く、「昔は、五帝の地は方千里のみ。其の外は侯服・

夷服にして（天子の国の外五百里は甸服、其の外五百里は侯服、其の外五

百里は綏服、其の外五百里は要服、其の外五百里は荒服とし、要服と荒服

を夷服と言った。周代の一里は 405メートル。）、諸侯、或るものは朝し、

或るものは否からざるも、天子、制すること能わざりき。今、陛下、義兵

を興し、残賊を誅し、天下を平定し、海内を郡県と為し、法令は一統に由

る。上古自り以来未だ嘗て有らざるなり。五帝の及ばざる所なり。臣等、

謹んで博士と議して曰く。『古に天皇有り、地皇有り、泰皇有りて、泰皇

が最も貴し。』臣等、昧死（決死の覚悟で、上奏文に用いる）して、尊号

を上つり、王を泰皇と為し、命を制と為し、令を詔と為し、天子は自ら称

して朕と曰わん。」王曰く、「泰を去り、皇を著（つける）け、上古の帝位

の号を采り、号して皇帝と曰え。他は議の如くせん。」制して曰く、「可な

り。」荘襄王を追尊して太上皇と為し、制して曰く、「朕聞く、太古は号有

りて謚毋く、中古は号有り、死して行いを以て謚と為す、と。此くの如き

は則ち子が父を議し、臣が君を議するなり。甚だ謂われ無し。朕は焉れを

取らず。今自り已来、謚法を除き、朕を始皇帝と為し、後世は計数を以て

し、二世、三世より万世に至るまで、之を無窮に伝えん。」。始皇、終始五

徳の伝を推して、以為へらく、周は火徳を得たり、秦、周に代わる。（周

の）徳の勝たざる所に従えば、方に今、水徳の始めなり、と。年始を改め

て、朝賀は皆十月朔を自（もちいる）う。衣服・旄（モウ、旗飾り、兵の

指揮や指し招くときに用いる）・旌（セイ、旗飾り、兵を進めるときに用

いる）・節（王命の証符）・旗（熊や虎を描いた旗、大将の立てるもの）は、

皆黒を上ぶ。数は六を以て紀と為して、符・法冠は皆六寸と為し、輿は六

尺、六尺を歩と為し、六馬に乗る。更めて河を名づけて徳水と曰う。以て

水徳の始めと為す。剛毅戻深（強く、手厳しい）にして、事は皆法に決し、

刻削（人に対して、切り刻むように厳しくすること）にして、仁恩和義（温

かい人情のやわらかさ）毋く、然る後に五徳の数（数理）に合（かなう）

うと。是に於いて、法を急にし、久しき者は（罪を犯して久しい者）赦さ

ず。丞相綰等言す、「諸侯、初めて破れ（諸侯が破れて、初めて天下が平

定された）、燕・斉・荊の地は遠し、為に王を置かずんば、以て之を填（さ

だむ）むること毋からん。請う、諸子を立てん。唯、上、幸いに許せ」始

皇、其の議を羣臣に下す。羣臣皆以て便と為す。廷尉李斯、議して曰く、
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「周の文・武の封ずる所の子弟・同姓は甚だ衆し。然るに後属は疎遠にし

て、相い攻撃すること仇讎の如く、諸侯は更に相い誅伐し、周の天子、禁

止すること能わざりき。今、海内は陛下の神霊に頼り、一に統べり、皆郡

県と為し、諸子・功臣は公賦・税重を以て之に賞賜して、甚だ足り、制し

易し。天下、意を異にすること無からば、則ち安寧の術なり。諸侯を置く

は便ならず。」始皇曰く、「天下、共に戦闘に苦しみ休まざるは、侯王有る

を以てするなり。宗廟に頼り天下初めて定む。又、復して国を立つるは是

れ兵を樹つることなり。而して其の寧息を求むるは、豈難からずや。廷尉

の議は是なり。」天下を分けて以て三十六郡と為す。郡は守・尉・監を置

く。更に民を名づけて黔首と曰い、大いに酺す。天下の兵（武器）を収め

て、之を咸陽に聚めて、銷かして以て鍾・鐻・金人十二を為る。重さは各々

千石（約 30 トン、一石は百二十斤、一斤は 258 グラム）、廷宮の中に置

く。法度（升目の基準）・衡石（重量の基準、秤）・丈尺（長さの基準、も

のさし）を一にし、車は軌を同じくし、書は文字を同じくす。地は東は海

に至り朝鮮に曁（キ、およぶ）び、西は臨洮・羌中に至り、南は北（嚮は

衍字）戸に至り、北は河に拠りて塞を為り、陰山に竝（そう）いて、遼東

に至る。天下の豪富を咸陽に徙すこと十二万戸。諸廟及び章台・上林は皆

渭南に在り。秦、諸侯を破る毎に其の宮室を写放（写す）して、之を咸陽

の北阪の上りに作り、南は渭に臨む。雍門自り以東涇・渭に至るまで、殿

屋・複道・周閣、相属（つらなる）る。得たる所の諸侯の美人・鐘鼓は、

以て充たし之に入る。 

二十七年、始皇、隴西・北地を巡り、雞頭山を出で、回中に過る。信宮を

渭南に作る。已にして更めて信宮を命づけて極廟と為す。天極を象る。極

廟自り道酈山に通ず。甘泉の前殿を作り、甬道（道の両側に牆を築いて、

天子の姿が見えないようにした道）築き、咸陽自り之に属く。是の歳爵一

級を賜う。馳道（天子専用の道）を治む。 

二十八年、始皇、東のかた郡県を行り、鄒嶧山に上り、石を立てて、魯の

諸儒生と議して、石に刻し、秦の徳を頌す。封禅して、山川を望祭するの

事を議す。乃ち遂に泰山に上り、石を立て、封じて祠祀す。下りて風雨暴

かに至り、樹下に休（いこう）う。因りて其の樹を封じて五大夫と為す。

梁父（泰山の下にある小山、古は泰山に封じ、梁父に禅した）に禅す。立

つる所の石に刻す。其の辞に曰く、「皇帝、位に臨み、制を作り、法を明

らかにし、臣下、脩飭（シュウ・チョク、おさめととのえる）す。二十有

六年、初めて天下を并せ、賓服せざるもの罔し。親から遠方を（黎民は黔

首に改められているので、衍文）を巡り、玆に泰山に登り、東極を周覧す。

従臣、迹（皇帝が成した業績）を思い、事業を本原し（皇帝の成した事業
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の根底にさかのぼる）、祗みて功徳を誦す。治道運行し（治世の道は天地

の運行とともにす）、諸産は宜しきを得（諸々の産物は過不足がない）、皆

法式有り。大義休明にして（大義は立派に明らかに示され）、後世に垂れ、

順承して革むる勿からしむ。皇帝は躬聖にして（生まれながらに聖徳をそ

なえている）、既に天下を平らげ、治に懈（おこたる）らず。夙に興き夜

に寐ね、長利を建設し、専ら教誨を隆んにす。訓経（教訓と礼儀）宣達し

（述べ達せられる）、遠近畢く理まり、咸聖志を承く。貴賎の分は明らか

に、男女の礼は順い、慎みて職事に遵う。昭らかに内外を隔て（朝廷の内

と外を明らかに分けた）、清浄ならざる靡し。後嗣に施き、化（皇帝の聖

徳の化）は無窮に及ぶ。遺詔を遵奉し、永く承け重く戒めん。」是に於い

て乃ち勃海に竝い以て東し、黄・陲を過り、成山を窮め、之罘に登り、石

を立てて、秦の徳を焉れに頌して去る。南のかた琅邪に登り、大いに之を

楽しみ、留まること三月。乃ち黔首三万戸を琅邪台の下に徙し、復するこ

と（賦税を免除すること）十二歳。琅邪台を作り、石を立て、刻して、秦

の徳を頌し、徳意（得意）を明らかにし、曰く、「維れ二十六年（二十八

年の間違いであろう）、皇帝、始めを作し、法度を端平（正しく公平）し、

万物の紀（綱紀）たり。以て人事を明らかにし、父子を合同し（和親する）、

聖智仁義あり、道理を顕白す（明白にする）。東のかた東土を撫で、以て

卒士を省みるに、事已に大いに畢れり。乃ち海に臨む。皇帝の功、本事（農

業）を勤労し、農を上び末を除き（末は商業、商業を軽んじる）、黔首は

是れ富む。普天の下、心を搏（もっぱら、専に通ず）らにし志を揖（おさ

める、志を集中する）む。器械（器物の総称）は量を一にし、書の文字を

同じくす。日月の照らす所、舟輿の載する所（載せて通ずる所）、皆其の

命（教命）を終え（成し終える）、意を得ざるもの莫し。時に応じ事を動

かすは、是れ維れ皇帝なり。異俗を匡飭（キョウ・チョク、ただしととの

える）し、水を陵（わたる、凌に通ず）り地を経、黔首を憂恤し、朝夕懈

らず。疑いを除き法を定め（疑いだけで人を罰することはせずに、きちん

と法を定めた）、咸辟くる所を知り（何が法を犯すか知っていたので、其

れを避けた）、方伯（地方の長官）は職を分かち、諸事（諸般の政事）は

経（つねに）に易く（わかりやすい）、挙錯（挙措、行動）は必ず當り（当

を得ている）、画の如くならざるもの莫し（絵に描いたようによく整って

明らかである）。皇帝の明は、四方を臨察（その場に臨んでよく観察する

こと）し、尊卑貴賎は、次行を踰えず、姦邪は容れられず、皆貞良（貞正

忠良）を務め、細大力を尽くし、敢て怠荒（怠りすさむ）するもの莫く、

遠邇辟隠（邇は近、遠くも近くも、世に現れない異民族までも）、専ら肅

荘（厳粛端荘、重々しくて、荘重なこと）を務め、端直敦忠（端正方直、
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敦厚忠実の略、正直でまめまめしい）にして、事業常有り。皇帝の徳は四

極を存定し、乱を誅し、害を除き、利を興し、福を致し、事を節するに（事

は節度をもって行う）時を以てし（時の宜しきを以てする）、諸産は繁殖

し、黔首は安寧にして、兵革を用いず、六親は相い保じ、終に寇賊無く、

驩欣して教えを奉じ、尽く法式をしる。六合（天地四方）の内、皇帝の土

は、西は流沙を渉り、南は北戸を尽くし、東は東海を有ち、北は大夏を過

ぐ。人迹の至る所、臣たらざる者無し。功は五帝を蓋い、澤（恩沢）は牛

馬に及び、徳を受けざるもの莫く、各々其の宇（（居、すまい）に安んず。

維れ秦王、天下を兼ね有ち、名を立てて皇帝と為し、乃ち東土を撫し、琅

邪に至る。列侯の武城侯王離・列侯の通武侯王賁・倫侯（列侯より下位で、

封邑のないもの）の建成侯趙亥・倫侯の昌武侯成・倫侯の武信侯馮毋擇・

丞相カイ（隗で鬼の字の頭の丿がない字）林・丞相王綰・卿李斯・卿王戊・

五大夫趙嬰・五大夫楊樛、従い、與に海上に議して曰く、『古の帝は、地、

千里を過ぎず。諸侯は各々其の封域を守り、或いは朝し、或いは否らず。

相い侵して暴乱し、残伐止まざれども、尚ほ金石に刻し、自らを以て紀と

為せり。古の五帝三王は、教え同じならず、法度明らかならざるを知り、

威を鬼神に假り、以て遠方を欺き、実、名（天下平定の名）に称わず。故

に久長ならず、其の身未だ没せざるに、諸侯、倍叛し、法令は行われざり

き。今皇帝、海内を并一し、以て郡県と為し、天下和平にして、宗廟を昭

明にし、道を体し徳を行い、尊号は大成せり。群臣相い與に皇帝の功徳を

誦し、金石に刻し、以て表経（表儀、立派な手本）と為す。』」既に止む（琅

邪台の建碑が完成した）。斉人徐市等、上書して言す、海中に三神山有り、

名づけて蓬莱・方丈・瀛洲と曰う。僊人、之に居る。請う、斎戒して、童

男女と與に之を求めん、と。是に於いて徐市をして童男女数千人を発し、

海に入り、僊人を求めしむ。始皇、還り、彭城に過り、斎戒して祷祠し（祈

りのことを述べる）、周鼎を泗水より出ださんと欲し（昭王五十二年、周

が滅び、九鼎は秦の手に入ったが、一部が泗水に沈んだと伝承されてい

た）、千人をして水に没し之を求めしむれども、得ず。乃ち西南して淮水

を渡り、衡山に之き、南郡より江に浮かび、湘山の祠に至る。大風に逢い、

幾ど渡るを得ず。上、博士に問いて曰く、「湘君は何の神ぞ。」博士對えて

曰く、「之を聞く、尭の女、舜の妻にして、此に葬らる、と。」是に於いて

始皇大いに怒り、刑徒三千人をして皆湘山の樹を伐らしめ、其の山を赭（シ

ャ、はだかやま）にす。上、南郡自り、武関に由りて帰る。 

二十九年、始皇、東游し、陽武の博狼沙中に至り、盗の驚かす所と為る（盗

とは漢の高祖を支えた張良、壮士を得て、鉄槌を始皇帝の車に投げさせ

た）。求むれども得ず。乃ち天下に令して大いに索むること十日。之罘に
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登り、石に刻す。其の辞に曰く、「維れ二十九年、時は中春に在り、陽和

（陽春のなごやかな気候）方に起こる。皇帝、東游し、巡りて之罘に登り、

海に臨照す。従臣、嘉観（よみし観る）し、休烈（大きく立派な功勲）を

原念し（たずね思う）し、本治（帝業の最初の根本理念）を追誦す。大聖

（始皇帝を指す）、治を作し、法度を建定し、綱紀を顕著にす。外は諸侯

を教え、光（おおいに）いに文恵（文徳仁恵）を施し、明らかにするに義

理を以てす。六国は回辟（回はよこしま、辟は僻、よこしまでひねくれて

いる）にして、貪戻（むさぼりそむく）厭く無く、虐殺止まず。皇帝、衆

を哀れみ、遂に討師を発し、武徳を奮揚す。義誅信行（義により乱賊を誅

し、信により政治を行う）、威燀（イ・セン、燃えるように盛んな威光）、

旁く達し、賓服せざるもの莫し。彊暴を烹滅（ホウ・メツ、絶滅）し、黔

首を振救し（ほどこし救う）、周く四極を定む。普く明法を施し、天下を

経緯（経は縦糸、緯は横糸、転じて、正しく整えるの意）し、永く儀則と

為る。大いなるかな、宇県（宇は宇宙、県は中国）の中、聖意に承順す。

群臣、功を誦し、請いて石に刻し、表して常の式に垂る。」其の東観に曰

く、「維れ二十九年、皇帝、春游し、遠方を覧省（観覧省察）し、海隅に

逮び、遂に之罘に登り、朝陽（山東）に昭臨す。観望廣麗にして（その眺

望は広大壮麗である）、従臣咸念い、原道至明なり。聖法（聖帝の法）初

めて興り、彊内を清理し、外は暴彊を誅し、武威は旁く暢（のびる）び、

四極を振動し、六王を禽滅す。天下を闡并（セン・ペイ、併せて開放する）

し、菑（シ）害絶息し、永く戎兵（武器）を偃（ふせる）す。皇帝、徳を

明らかにし、宇内を経理（おさめ整えること）し、視聴怠らず。大義を作

立し、昭らかに備器（平常に備えるべき器具）を設け、咸章旗（しるしで、

効果のこと）有り。職臣は分に遵い、各々行う所を知り、事に嫌疑無し。

黔首、化を改め、遠邇、度を同じうし、古に臨（くらべる）ぶるに絶尤（殊

にすぐれている）なり。常職（平常の仕事）既に定まり、後嗣業に循い、

長く聖治承けん。群臣、徳を嘉し、祗みて聖烈を誦し、請いて之罘に刻す。」

旋りて遂に琅邪に之き、上黨道（道は従）り入る。 

三十年、事無し。 

三十一年、十二月、更めて臘（ロウ）を名づけて嘉平と曰う（臘は祭りの

名、冬至後の第三の戌の日に百神を祭る。夏の時代は清祀、殷代は嘉平、

周代は大蜡と言った、今殷代の嘉平に戻した）。黔首に里ごとに六石の米

と二つの羊を賜う。始皇、咸陽に微行を為し、武士四人と倶に夜出で、盗

に蘭池に逢い、窘（くるしむ）めらる。武士、盗を撃殺す。関中に大いに

索むること二十日。米、石は千六百（米価、一石が千六百銭）なり。 

三十二年、始皇、碣石に之き、燕人盧生をして羨門高誓（仙人の名、誓を
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衍字として羨門高一人とする説と、羨門・高誓の二人とする説がある。こ

こでは二人の名とする）を求めしむ。碣石門に刻む。壊城郭決通堤防（衍

文）其の辞に曰く、「遂に師旅を興し、無道を誅戮し、逆を為すもの滅息

す。武は暴虐を殄（つくす）くし、文は無罪を復し、庶心は咸服し、恵（恩

恵をもって）は功労を論じ、賞は牛馬に及び、恩（恩沢）は土域（国土）

を肥やす。皇帝は威を奮い、徳は諸侯を并せ、初めて泰平を一にす。城郭

を墮壊（キ・カイ、墮は毀）し、川防を決通し（切ってとおす）、険阻を

夷去す（邪魔者を取り払って、平坦にする）。地勢既に定まり、黎庶繇（徭

役）無く、天下咸撫んず。男は其の疇（チュウ、農業）を楽しみ、女は其

の業を（紡織などの衣服の仕事）修め、事は各々序有り、恵は諸産に被り、

久しく竝びに来たりて田し（外夷の者も並び来て、農耕に従事した）、所

に安んぜざるもの莫し。群臣、烈（烈功）を誦し、請いて此の石に刻し、

儀矩（守るべききまり）を垂れ著す。」因りて韓終侯公石生をして仙人の

不死の薬を求めしむ。始皇、北辺を巡り、上郡従り入る。燕人盧生、使い

して海に入りて還り、鬼神の事を以て、因りて録図書（讖録、預言書のこ

と）を奉じて曰く、「秦を亡ぼさん者は胡なり。」始皇乃ち将軍蒙恬をして

兵三十万人を発して北のかた胡を撃たしめ、河南の地を略取す。 

三十三年、諸々の嘗て逋亡（逃亡）せし人、贅壻（ゼイ・セイ、貧困の為

に妻子と共に妻の実家に寄食するもの）・賈人（行商人）を発し、陸梁の

地を略取し、桂林・象郡・南海と為す。適を以て遣りて戍らしむ。西北の

かた匈奴を斥逐し、楡中自り河に竝いて以東、之を陰山に属し、以て三十

四県と為し、河の上に城き、塞と為す。又蒙恬をして河を渡り、高闕・陶

山・北假を取らしめ、中に亭障（塞上の険要の処に、特に牆を築いて造っ

た亭）を築き、以て戎人を逐い、謫を徙し之を初県に実たす。禁じて明星

を祠ること得ざらしむ（明星は霊星なので、民が祀る事を禁じた）。西方

より出づ。 

三十四年、治獄の吏の不直なる者を適し、長城及び南越の地に築かしむ。

始皇、咸陽宮に置酒し、博士七十人、前みて壽を為す。僕射周青臣、進み

て頌して曰く、「他時、秦の地は千里を過ぎず。陛下の神霊明聖に頼り、

海内を平定し、蛮夷を放逐し、日月の照らす所、賓服せざるもの莫し。諸

侯を以て郡県と為す。人人は自ら安楽し、戦争の患い無く、之を万世に伝

う。上古自り、陛下の威徳に及ばず。」始皇悦ぶ。博士斉人淳于越、進み

て曰く、「臣聞く、殷周の王たること千余歳、子弟功臣を封じて、自ら枝

輔と為せり。今陛下、海内を有ちて、子弟は匹夫為り。卒（にわか）に田

常（斉の田常）六卿（晋の六卿）の臣有りて、輔拂（輔弼）無くんば、何

を以てか相い救わん。事、古を師とせずして、能く長久なる者は、聞く所
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に非ざるなり。今青臣又面諛し、以て陛下の過ちを重ねんとす。忠臣に非

ず。」始皇、其の議を下す。丞相李斯曰く、「五帝は相い復さず、三代は相

い襲がず。各々以て治す。其の相い反するに非ず。時変異なればなり。今

陛下、大業を創（はじめる）め、万世の功を建つ。固より愚儒の知る所に

非ず。且つ越の言は乃ち三代の事なり。何ぞ法るに足らんや。異時、諸侯

竝び争い、厚く游学を招けり。今天下已に定まり、法令は一に出づ。百姓、

家に當りては、則ち農工を力め、士は則ち法令を学習し、禁を辟く。今、

諸生は今を師とせずして、古を学び、以て当世を非（そしる）り、黔首を

惑乱す。丞相臣斯、昧死して言す、古は天下散乱し、之を能く一にするも

の莫し。是を以て諸侯竝び作り、語は皆古を道い、以て今を害し、虚言を

飾り以て実を乱り、人、其の私学する所を善しとし、以て上の建立する所

を非る。今、皇帝、并せて天下を有ち、黒白を別かちて一尊を定む。私学

して相い與に法教を非るの人、令の下るを聞かば、則ち各々其の学を以て

之を議す。入れば（朝廷に入る）則ち心に非り、出でれば則ち巷に議し、

主に夸（ほこる）り以て名を為し、取（趣に通じ、おもむき）を異にし以

て高（高尚）と為し、群下を率い以て謗りを造す。此くの如き禁ぜずんば、

則ち主勢は上にて降り、党與は下にて成る。之を禁ずるが便なり。臣請う、

史官の秦の記に非ざるものは皆之を焼き、博士官の職（つかさどる）る所

に非ずして、天下敢て詩書百家の語を藏する者有らば、悉く守尉（郡守、

郡尉の居る役所）に詣し、雑えて之を焼かん。敢て詩書を偶語（ひそかに

語り合う）するもの有らば弃市せん。古を以て今を非る者は族し、吏の見

知して挙げざる者は、與に罪を同じくせん。令下りて三十日して、焼かざ

るものは、鯨し城旦（築城に従事させる徒刑）と為さん。去らざる所の者

は、医学卜筮種樹の書なり。若し法令を学ぶこと有らんと欲するものは、

吏を以て師と為さん。」制して曰く、「可なり。」 

三十五年、道を除（はらう、道を開くこと）い、九原道（より）り雲陽に

抵（いたる）る。山を塹（ほる）り、谷を堙（うづめる）め、之に直通す。

是に於いて始皇、以為らく、咸陽は人多く、先王の宮廷は小なり。吾聞く、

周の文王は豊に都し、武王は鎬に都し、豊鎬の間は帝王の都なり、と。乃

ち朝宮を渭南の上林苑中に営作す。先ず前殿を阿房に作る。東西五百歩、

南北五十丈、上は以て万人を坐す可く、下は以て五丈の旗を建つ可し。周

馳して閣道を為り、殿下自り直ちに南山に抵る。南山の顛（いただき）を

表（表章、広く世間に知らせる）し以て闕と為す。復道を為り、阿房自り

渭を渡り、之を咸陽に属し、以て天極（北極星）の閣道の漢（天の川）を

絶（わたる）り営室（星の名）に抵るを象る。阿房宮、未だ成らず。成ら

ば、更に令名（よい名称）を択びて之に名づけんと欲す。宮を阿房に作る。
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故に天下、之を阿房宮と謂う。隠宮（宮刑）・徒刑の者七十余万人。乃ち

分かれて安房宮を作り、或いは麗山を作らしむ。北山の石（椁は衍字）を

発し、乃ち蜀・荊の地の材を写し、皆至る。関中の宮を計うるに三百、関

外は四百余。是に於いて石を東海上のク（“月”の左に“句”）界（地名）

の中に立て、以て秦の東門を為す。因りて三万家を麗邑に、五万家を雲陽

に徙し、皆復して事えざること十歳。盧生、始皇に説きて曰く、「臣等、

芝（霊芝）・奇薬・仙者を求むるに、常に遇わず。物の之を害する者有る

に類（にる）たり。方中（方術、仙術の中に）に、人主は時に微行を為し、

以て悪鬼（体内の悪鬼）を辟（しりぞける）け。悪鬼、壁けば真人至る、

と。人主の居る所にして、人臣之を知らば、則ち神に害有り。真人は水に

入れども濡れず、火に入れどもや（“くさかんむり”に“熱”で、やける）

けず。雲気を陵（凌に通じ、しのぐ）ぎ、天地と與に長久なり。今、上、

天下を治め、未だ恬淡（心静かで無欲なこと）なること能わず。願わくは

上の宮に居る所、人をして知らしむ毋かれ。然る後、不死の薬は殆ど得可

からん。」是に於いて始皇曰く、「吾、真人を慕う。自らを真人と謂いて朕

と称せざらん。」乃ち咸陽の旁、二百里内の宮観二百七十をして、復道・

甬道相い連ね、帷帳・鐘鼓・美人もて之に充たし、各々案署（所属を記し

て、所在を明らかにする）して移徙せざらしむ。行の幸する所、其の処を

言う者有れば、罪死す。始皇帝、梁山宮に幸し、山上従り丞相の車騎の衆

きを見、善しとせず。中人（宦官）或るひと丞相に告ぐ。丞相後に車騎を

捐つ。始皇怒りて曰く、「此れ中人、吾が語を泄らししなり。」案問するに、

服するもの莫し。是の時に當りて、詔して、諸々の時に旁に在りし者を捕

らえ、皆之を殺す。是れ自り後行の所在を知るもの莫し。事を聴き、群臣、

決事を受くるに、悉く咸陽宮に於いてす。侯生・盧生、相い與に謀りて曰

く、「始皇の人と為りは、天性剛戻（強情で人情にもとる）にして、自ら

用う。諸侯より起こりて天下を并せ、意得て欲従い、以為らく、古自り己

に及ぶものなし、と。専ら獄吏に任じ、獄吏、親幸を得たり。博士、七十

人あると雖も、特に員に備わるのみにして、用いられず。丞相・諸大臣、

皆成事を受け、上に倚弁す（たよって処理する）。上、刑殺を以て威を為

すを楽しむ。天下、罪を畏れて禄を持ち、敢て忠を尽くすもの莫し。上は

過ちを聞かずして日に驕り、下は懾伏（ショウ・フク、おそれふくす）謾

欺（あざむきだます）して、以て容れられんことを取る。秦の法は方を（方

は方技で、医術・養生・占卜等の術のこと。これらを兼ねることは禁止さ

れていた）兼ぬるを得ず。験（効果）あらざれば輒ち死す。然れども星気

を候う（占星術）者は三百人に至り、皆良士なれども、忌諱を畏れて諛い、

敢て端（ただしい）しく其の過ちを言わず。天下の事は小大無く、皆上に
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決す。上、衡石を以て書を量るに至り（はかりで決済する文書の重さをは

かり）、日夜、呈有り（呈は程と同じで、昼と夜、それぞれに決められた

量がある）、呈に中らざれば休息することを得ず（決められた量が終わる

まで政務を止められない）。権勢を貪ること、此くの如きに至る。未だ為

に仙薬を求む可からず。」是に於いて乃ち亡げ去る。始皇、亡げたるを聞

き、乃ち大いに怒りて曰く、「吾、前に天下の書を収め、用に中らざる者

は、尽く之を去り、悉く文学方術の士を召すこと甚だ衆く、以て太平を興

さんと欲せり。方士は練して以て奇薬を求めんと欲す。今聞く、韓衆去り

て報ぜず、と。徐市等の費やすこと巨万を以て計うれども、終に薬を得ず。

徒に姦利をもて相い告ぐること日に聞こゆ。盧生等、吾、尊びて之に賜う

こと甚だ厚し。今乃ち我を誹謗し、以て吾が不徳を重ねたり（重ねて吾が

不徳を天下に吹聴した）。諸生の咸陽に或る者は、吾、人をして廉問（公

平に取り調べ訊問する）せしむるに、或いは訞言（妖言）を為し以て黔首

を乱る。」是に於いて御史をして悉く諸生を案問（取り調べる）せしむ。

諸生、伝えて（次々と）相い告引（罪をあばいて告げ口する）し、乃ち自

ら除く。禁を犯す者、四百六十余人。皆之を咸陽に阬にす。天下をして之

を知らしめ、以て後を懲らす。益々讁を発して辺に徙す。始皇の長子扶蘇、

諫めて曰く、「天下、初めて定まり、遠方の黔首未だ集んぜず。諸生、皆

孔子を誦法（誦して手本としている）す。今、上、皆、法を重くして之を

縄（ただす）す。臣、天下の安んぜざらんことを恐る。唯だ上、之を察せ

よ。」始皇怒り、扶蘇をして北のかた蒙恬を上郡に監せしむ。 

三十六年、熒惑（火星）、心（心は二十八宿の一つで心宿）を守る。墜星

有り、東郡に下り、地に至りて石と為る。黔首或るひと其の石に刻して曰

く、「始皇帝死して地分かれん。」始皇、之を聞き、御史を遣わして逐問せ

しむ。服するもの莫し。尽く石の旁の居人を取りて之を誅す。因りて其の

石を燔銷（ハン・ショウ、燔は焼く、銷はとかす）す。始皇、楽しまず。

博士をして仙・真人の詩を為らしめ、及び行して游ぶ所の天下に、伝えて

楽人をして之を謌弦（カ・ゲン、弦楽に合わせて歌う）せしむ。秋、使者、

関東従り来りて（“来”の字を補足する）、夜、華陰の平舒の道を過ぐ。人

有り、璧を持ちて使者を遮ぎりて曰く、「吾が為に滈池君（集解によれば、

滈池君は水神なり。周の武王を指す。長安の西南に滈池有り）に遺れ。」

因って言いて曰く、「今年祖龍死せん。」使者、其の故を問う。因りて忽ち

見えず。其の璧を置きて去る。使者、璧を奉じ、具に以聞す。始皇、黙然

たり。良（やや）久しうして曰く、「山鬼（華山の神をいう）は固より一

歳の事を知るに過ぎざるなり。」退きて言いて（独語）曰く、「祖龍は人の

先なり。」御府（宝物を掌る官）をして璧を視しむ。乃ち二十八年の行に
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江を渡りしに、沈めし所の璧なり。是に於いて始皇、之を卜するに、卦、

游徙すれば吉、を得たり。北河の楡中に三万家を遷し、爵一級を拝す。 

三十七年、十月、癸丑、始皇、出游す。左丞相斯従い、右丞相去疾守る。

少子胡亥、愛せらる。慕いて従わんと請う。上、之を許す。十一月、行き

て雲夢に至る。虞舜を九疑山に望祀す。江に浮かびて下り、籍柯を観る。

海渚を渡り、丹陽を過ぎ、銭唐に至り、浙江に臨む。水波悪し。乃ち西す

ること百二十里、狭中従り渡る。会稽に上り大禹を祭り、南海に望し、而

して石を立てて刻し、秦の徳を頌す。其の文に曰く、「皇帝の休烈（大い

なる功勲）、宇内を平一にし、徳恵は修長（長久）なり。三十有七年、親

ら天下を巡り、周ねく遠方を覧る。遂に会稽に登り、習俗（俗世間の風習）

を宣省（巡察する）するに、黔首齋荘（慎みて厳か）なり。群臣、功を誦

し、事迹を本原し、（徳の）高明を追首（首は会稽の石刻文では道に作る。）

す（追道として、回顧して述べる）。秦（泰の誤り）聖（始皇帝を指す）

国に臨み、始めて刑名（法の総則）を定め、顕らかに旧章（古い制度法令）

を陳べ、初めて法式を平らかにし、審らかに職任を別かち、以て恒常を立

つ。六王専ら倍き、貪戻傲猛にして、衆を率いて自ら彊しとし、暴虐にし

て行いを恣にし、力に負みて驕り、数々甲兵を動かし、陰かに間使（密使）

を通じ、以て合従を事とし、行い辟方（かって気ままな行い）を為し、内

は詐謀を飾り、外は来たりて辺を侵し、遂に禍殃（カ・オウ、禍も殃もわ

ざわいの意）を起こす。義威（正義の威光）もて之を誅し、暴悖（乱暴悖 

理、暴力的で理に逆らう）を殄熄（テン・ソク、滅ぼし尽くす）し、乱賊

は滅亡す。聖徳は廣密（広く行き届いている）にして、六合の中、澤（恩

沢）を被ること彊（かぎり）無し。皇帝、宇を并せ、万事を兼ね聴き、遠

近畢く清し（治まるの意）。群物（万物）を運理し、事実を考験（調査し

てよく調べる）し、各々其の名を載す。貴賎竝び通じ（互いに意思が通じ

ること）、善否前に陳じ、情を隠すこと有るもの靡し。（従来の夫婦関係で

は）省（過ち）を飾り義を宣ぶ。子有りて嫁し、死に倍きて（亡夫にそむ

いて）貞ならず。内外を防隔し（家の内と外を隔てて邪悪のものを防いだ）、

淫泆を禁止し、男女絜誠なり。夫、寄豭（浮気）を為せば、之を殺すも罪

無し、男、義程（義理にもとづいた正しい道）を秉る。妻、逃嫁を為せば

（夫から逃げて他人に嫁ぐこと）、子、母とするを得ず、咸廉清に化す。

大治、俗を濯い、天下、風を承け、休経（大いなる不変の道）を蒙被し、

皆度軌に遵い、和安敦勉し、令に順わざるもの莫し。黔首、脩潔（身を潔

くする）にして、人楽しみて則を同じうし、太平を嘉保す。後敬みて法を

奉ぜば、常治、極まり無く、輿舟（世の中に例えている）、傾かざらん。

従臣、烈を誦し、請いて此の石に刻し、光（あきらかに）かに休銘を垂る。」
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還りて呉を過ぎ、江乗従り渡り、海上に竝い、北して琅邪に至る。徐市等、

海に入り、神薬を求め、数歳なれども得ず。費え多し。譴（せめる）られ

んことを恐れ、乃ち詐りて曰く、「蓬莱の薬、得可し。然れども常に大鮫

魚の為に苦しめらる。故に至るを得ざりき。願わくは善く射るものを請い、

與に倶にせん。見われなば則ち連弩を以て之を射ん。」始皇、夢に海神と

戦い、人の状（かたち）の如し。占夢博士に問う。曰く、「水神は見る可

からず。大魚蛟龍を以て候と為す。今、上、祷祠（祈祷祭祀）備わり謹め

り。而るに此の悪神有り。當に除去すべし。而して善神致す可し。」乃ち

入海者（海女のような人）をして巨魚を捕らうる具を齎（もたらす）さし

め、而して自ら連弩を以て、大魚の出づるを候い、之を射んとす。琅邪自

り北のかた栄成山に至る。見えず。之罘に至り、巨魚を見る。射て一魚を

殺す。遂に海に竝いて西し、平原津に至りて病む。始皇、死を言うことを

悪む。群臣、敢て死の事を言うもの莫し。上の病益々甚だし。乃ち璽書（玉

璽を押した勅書）を為り、公子扶蘇に賜いて曰く、「喪と咸陽に会して葬

れ（咸陽に帰ってから喪を発して葬れ）。」書已に封じて、中車府令趙高が

符璽の事を行う所に在り、未だ使者に授けず。七月、丙寅、始皇、沙丘の

平臺に崩ず。丞相斯、上崩じて外に在るが為に、諸公子及び天下に変有ら

んことを恐れ、乃ち之を秘して、喪を発せず。棺は轀涼車中に載せ、故と

の幸せられたる宦者、参乗し、至る所食を上り、百官の事を奏すること故

の如く、宦者輒ち轀涼車中従り其の奏事を可く。独り子の胡亥・趙高及び

幸せられたる所の宦者五六人のみ上の死せしを知る。趙高、故と嘗て胡亥

に書獄律令法の事を教え、胡亥、私に之を幸す。高乃ち公子胡亥・丞相斯

と與に陰かに謀り、始皇の封ぜし所の書の公子扶蘇に賜う者を破去して、

更に詐りて丞相斯が始皇の遺詔を沙丘に受けたりと為し、子の胡亥を立て

て太子と為し、更に書を為り、公子扶蘇・蒙恬に賜い、数むるに罪を以て

し、死を賜う。語は具に李斯伝中に在り。行きて遂に井陘従り九原に抵る。

暑に会い、上の轀車臭し。乃ち従官に詔して、車ごとにに一石の鮑魚を載

せ、以て其の臭いを乱さしむ。行きて直道従り咸陽に至り、喪を発し、太

子胡亥、位を襲ぎ、二世皇帝と為す。九月、始皇を酈山に葬る。始皇初め

て位に即くや、酈山を穿ち治む。天下を并すに及びて、天下の徒の送詣す

るもの七十余万人。三たび泉の下を（三たび地下水に至る）穿ち、銅（徐

廣曰く、一に錮に作る。錮は鋳こんで塞ぐ。この説に従う）して椁を致す。

宮観（宮殿門観）百官、奇器珍怪、藏に徙して之に満たす。匠をして機弩

矢を作らしめ、穿ち近づく所の者有らば、輒ち之を射る。水銀を以て百川

江河大海を為り、機もて相い灌輸す。上は天文を具え、下は地理を具う。

人魚の膏を以て燭と為す。滅えざる者、之を久しうするを度ればなり。二
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世曰く、「先帝の後宮にして、子有るに非ざる者は、焉を出だすは宜しか

らず。」皆死に従わしむ。死する者甚だ衆し。葬既に已に下るや（吊るし

門を下ろして終わるの意）、或る人言う、工匠、機を為り、藏皆之を知る。

藏は重し、即し泄れなば、大事畢らん（葬祭の大事が失敗に終わるだろう）、

と。已に藏して中羨（羨は塚の中の道、羨道）を閉づるや、外羨門を下ろ

し、尽く工匠の藏せる者を閉づ。復た出づる者無し。草木を樹え以て山に

象る。 

二世皇帝元年、年二十一。趙高、郎中令と為り、任ぜられて事を用う。二

世、詔を下して、始皇の寝廟の犠牲、及び山川百祀の礼（礼物）を増やし、

群臣をして始皇の廟を尊ぶことを議せしむ。群臣皆頓首して言いて曰く、

「古は、天子は七廟、諸侯は五、大夫は三あり。（雖万世世不軼毀、誤入。

次の始皇為極廟の後ろに置く可し。）今始皇を極廟と為し、万世と雖も世々

軼毀（テツ・キ、天子は廟を七つまで作れる。始祖、二代、三代の廟は不

遷廟として変わらないが、八代目は四代目の廟に入り、四代目は二代目の

廟に遷し、九代目は五代目の廟に入り、五代目は三代目の廟に遷す。この

ように順次霊位を遷していくことを軼毀と言う）せず。四海の内、皆貢職

（職による貢物）を献じ、犠牲を増し、礼、咸備え、以て加うること毋か

らん。先王の廟、或いは西雍に在り、或いは咸陽に在る。天子の儀は當に

独り酌（酌は酎、酎とは三度醸造した酒、祭祀に用いる）を奉じて始皇の

廟をのみ祠るべし。襄公自り已下は軼毀し、置く所は凡そ七廟とし、群臣、

礼を以て進みて祠り、以て始皇の廟を尊び、帝者の祖廟と為さん。皇帝復

た自ら朕と称せ。」二世、趙高と謀りて曰く、「朕、年少く、初めて位に即

き、黔首未だ集附（心服）せず。先帝は郡県を巡行し、以て彊きを示し、

海内を威服せり。今晏然（安らかな様）として巡行せずんば、即ち弱きを

見し、以て天下を臣畜（シン・キク、臣下として養う）すること毋からん。」

春、二世、東のかた郡県を行る。李斯従う。碣石に到り、海に竝い、南の

かた会稽に至る。而して尽く始皇の立てし所の刻石に刻し、石旁に大臣従

者の名を著し、以て先帝の成功盛徳を章かにす。皇帝曰く、「金石の刻は、

尽く始皇帝の為りし所なり。今号を襲ぎたるに、金石の刻辞、始皇帝と称

せずんば、其れ久遠に於いてや、後嗣が之を為りし者の如くならん。成功

の盛徳を称するにあらじ。」丞相臣斯・臣去疾・御史大夫臣徳、昧死して

言す、臣請う、具に詔書を刻石に刻し、因りて明白にせん。臣、昧死して

請う、と。制して曰く、「可なり。」遂に遼東に至りて還る。是に於いて二

世乃ち趙高を遵用（遵は尊、尊用）し、法令を申ぶ。乃ち陰かに趙高と謀

りて曰く、「大臣は服せず、官吏は尚ほ彊し。及び諸公子必ず我と争わん。

之を為すこと奈何せん。」高曰く、「臣固より言わんことを願いたれども未
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だ敢てせざりしなり。先帝の大臣は皆天下の累世の名貴人なり。功労を積

み、世々以て相い伝うること久し。今高は素より小賎なり。陛下幸いに称

挙し、上位に在りて、中事を管どらしむ。大臣鞅鞅（心に楽しまない）に

して、特だ貌を以て臣に従うのみ。其の心は実に服せず。今上出づ。此の

時に因りて郡県の守尉の罪有る者を案じて（取り調べる）、之を誅し、上

は以て威を天下に振るい、下は以て上の生平（平生、ふだん）不可とする

所の者を除き去らざるや。今の時は文を師とせずして、武力に決す。願わ

くは陛下、遂に時に従いて疑う毋かれ。即ち群臣謀るに及ばざらん。明主

は余民（亡国の民）を収挙し、賎しき者は之を貴くし、貧しき者は之を富

まし、遠き者は之を近くにせば、則ち上下集まりて国安からん。」二世曰

く、「善し。」乃ち誅を大臣及び諸公子に行い、罪過を以て少近官（若い近

侍の臣）・三郎（中郎、外郎、散郎）に連逮し、立つを（立は脱）得る者

無し。而して六公子、杜（地名）に戮死せらる。公子将閭の昆弟三人は内

宮に於いて囚らわれて、其の罪を議すに独り後る。二世、使いをして将閭

に令せしめて曰く、「公子は不臣なり。罪は死に當る。吏、法を致す。」将

閭曰く、「闕廷（宮中）の礼、吾未だ嘗て敢て賓賛（儀式を掌る官）に従

わざることあらざるなり。廊廟（廟堂、政治を行うところ）の位、吾未だ

嘗て敢て節を失わざるなり。命を受けて応対するに、吾未だ嘗て敢て辞を

失わざるなり。何をか不臣と謂う。願わくは罪を聞きて死せん。」使者曰

く、「臣は謀に與るを得ず。書を奉じて事に従うのみ。」将閭、乃ち天を仰

ぎて大いに天を呼ぶ者（こと）三たび、曰く、「天よ、吾罪無し。」昆弟三

人皆涕を流し、剣を抜きて自殺す。宗室、振るい恐る。群臣の諫むる者は、

以て誹謗と為す。大吏は禄を持し容れられんことを取る。黔首振い恐る。

四月、二世、還り咸陽に至り、曰く、「先帝、咸陽の朝廷の小なるが為に、

故に阿房宮を営み、室堂を為りしが、未だ就らざるに、上の崩ずるに会い、

其の作る者（こと）を罷め、土を酈山に復す。酈山の事は大いに畢れり。

今安房宮を釈てて、就さずんば、則ち是れ先帝の事を挙ぐるの過ちを章か

にするなり。」復た安房宮を作る。外は四夷を撫すること、始皇の計の如

くし、尽く其の材士（蹶張の士、弩を入る兵士）五万人を徴し、咸陽に屯

衛するを為し、射を教えしむ。狗馬禽獣、當に食（やしなう）うべき者多

し。足らざるを度り、下して郡県に調（徴に通ず）し、菽粟芻藁（マメ、

アワ、まぐさ）を転輸せしめ、皆自ら（転輸に従事する者たち）糧食を齎

（もたらす）さしむ。咸陽の三百里の内は、其の穀を食らうことを得ず。

法を用うること益々刻深（骨を刻むように苛酷である）なり。七月、戍卒

陳勝等、故の荊の地に反し、張楚と為す。勝、自立して楚王と為り、陳に

居り、諸将を遣わして地を徇えしむ。三東の郡県の少年、秦の吏に苦しみ、
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皆其の守・尉・令・丞を殺して反し、以て陳勝に應じ、相い立ちて侯王と

為り、合従して西に郷（むかう）い、名は秦を伐つと為すもの、数うるに

勝う可からず。謁者（使者）、東方に使いして来り、反者を以て二世に聞

す。二世怒り、吏に下す。後に使者至り、上問う。對えて曰く、「群盗な

り。郡守・尉、方に逐いて捕らえ、今尽く得たり。憂うるに足らず。」上

悦ぶ。武臣、自立して趙王と為り、魏咎、魏王と為り、田儋、斉王と為る。

沛公、沛に起こり、項梁、兵を会稽郡に挙ぐ。 

二年、冬、陳勝の遣わす所の周章等、将に西して戯に至らんとす。兵数十

万。二世大いに驚き、群臣と謀りて曰く、「奈何せん。」少府章邯曰く、「盗

は已に至り、衆くして彊し。今近県に発するも及ばず。酈山の徒多し。請

う、之を赦し、兵を授け以て之を撃たん。」二世乃ち天下に大赦し、章邯

をして将たらしめ、周章の軍を撃ち破りて走らせ、遂に章を曹陽に殺す。

二世、益々長史司馬欣・董翳を遣わし、章邯を佐けて盗を撃たしめ、陳勝

を城父に殺し、項梁を定陶に破り、魏咎を臨濟に滅ぼす。楚の地の盗の名

将已に死す。章邯乃ち北のかた河を渡り、趙王歇等を鉅鹿にに撃つ。趙高、

二世に説きて曰く、「先帝、天下に臨制すること久し。故に群臣敢て非を

為し邪説を進めざりき。今陛下、春秋に當み（壮健な年頃にある）、初め

て位に即けり。奈何ぞ公卿と與に廷に事を決せんや。事即し誤り有らば、

群臣に短を示すなり。天子の朕と称するは、固より声をだも聞かず。」是

に於いて二世、常に禁中に居り、高と與に諸事を決す。其の後、公卿、朝

見を得ること希なり。盗賊益々多し、而して関中の卒、発して東のかた盗

を撃つ者（こと）、已むこと毋し。右丞相去疾・左丞相斯・将軍馮劫、進

み諫めて曰く、「関東の群盗並び起こり、秦、兵を発して誅撃し、殺亡す

る所甚だ衆し、然るに猶ほ止まず。盗の多きは、皆戍（辺境の守備）・漕

（船での輸送）・転（車での輸送）・作（労役）の事苦しく、賦税の大なる

を以てなり。請う、且く阿房宮の作者を止めて、四辺の戍転を減省せん。」

二世曰く、「吾之を聞く、韓子曰く、『尭舜、采椽（サイ・テン、削ってい

ないたる木）は刮（けずる）らず、茅茨は翦らず、土ロウ（“土”の右に

“留”の字、土ロウで土器製の飯ごう）に飯し、土形（形は鉶、土器製の

汁器）に啜る。監門の養と雖も、此れより觳（うすい）からず。禹は龍門

を鑿ち大夏を通じ、河亭の水（亭は停、停滞した水）を決し、之を海に放

ち、身は自ら築臿（チク・ソウ、築は土を固める為の杵、臿は鍬）を持ち、

脛に毛毋し。臣虜の労も、此れより烈しからず。凡そ天下を有つを貴きと

為す所は、意を肆にし、欲を極め、主、明法を重くすれば、下敢て非を為

さず、以て海内を制御するを得ればなり。』夫れ虞夏の主は（舜と禹）、貴

きこと天子と為り、親ら窮苦の実に処り、以て百姓に徇う。尚ほ何ぞ於（こ
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れ）に法らん。朕は尊きこと万乗にして、其の実毋し。吾、千乗の駕、万

乗の属（属車、従属させる車）を造り、吾が号名を充たさんと欲す。且つ

先帝は諸侯より興り、天下を兼ぬ。天下已に定まり、外は四夷を攘い、以

て辺境を安んじ、宮室を作り、以て得意を章かにす。而して君（卿の意）、

先帝の功業に緒（糸口）有るを観つらん。今朕は位に即きて二年の間、群

盗並び起こり、君、禁ずること能わず。又先帝の為す所を罷めんと欲す。

是れ上は以て先帝に報ゆる毋く、次は朕の為に忠力を尽くさざるなり。何

を以てか位に在らん。」去疾・斯・劫を吏に下して、他の罪を案責（責め

て問いただす）す。去疾・劫曰く、「将・相は辱められず。」自殺す。斯は

卒に囚らわれて五刑に就く。 

三年、章邯等、其の卒を将いて鉅鹿を囲む。楚の上将軍項羽、楚の卒を将

い、往きて鉅鹿を救う。冬、趙高丞相と為る。竟に李斯を案じて之を殺す。

夏、章邯等、戦いて数々却く。二世、人をして邯を譲めしむ。邯恐る。長

史欣をして事を請わしむ。趙高見ず、又信ぜず。欣、恐れて亡げ去る。高、

人をして捕追せしむも、及ばず。欣、邯を見て曰く、「趙高は事を中に用

う。将軍、功有るも亦た誅せられ、功無きも亦た誅せられん。」項羽、急

に秦の軍を撃ち、王離を虜にす。邯等遂に兵を以て諸侯に降る。八月己亥、

趙高、乱を為さんと欲し、群臣の聴かざるを恐れ、乃ち先づ験を設け（試

してみる）、鹿を持ちて二世に献じて曰く、「馬なり。」二世笑いて曰く、

「丞相、誤れるか。鹿を謂いて馬と為す。」左右に問う。左右或いは黙し、

或いは馬と言い、以て趙高に阿り順う。或いは鹿と言う者あり。高因りて

陰かに諸々の鹿と言いし者に中つるに法を以てす。後、群臣皆高を畏る。

高、前に数々言えり、関東の盗は能く為す毋きなり、と。項羽が秦の将王

離等を鉅鹿の下に虜にして前むに及びて、章邯等の軍数々却く。上書して

助けを益さんことを請う。燕・趙・斉・楚・韓・魏皆立ちて王と為る。関

自り以東、大氐（大抵）尽く秦の吏に畔き、諸侯に應ず。諸侯咸其の衆を

率いて西に郷う。沛公、数万人を将いて已に武関を屠り、人をして高に私

せしむ。高、二世が怒り、誅其の身に及ばんことを恐れ、乃ち病を謝して

朝見せず。二世、白虎、其の左驂馬（左のそえ馬）を齧（かむ）み、之を

殺せりと夢み、心楽しまず。怪しみて占夢に問う。卜して曰く、「涇水、

崇りを為す。」二世乃ち望夷宮に齋し、涇を祠り、四つの白馬を沈めんと

欲す。使いをして高を責譲せしむるに、盗賊の事を以てす。高懼れ、乃ち

陰かに其の壻の咸陽令閻楽・其の弟趙成と謀りて曰く、「上、諫を聴かず。

今、事は急なり。禍、吾が宗に帰せんとす。吾、上を易置（交代）し、更

に公子嬰を立てんと欲す。子嬰は仁倹にして、百姓皆其の言を戴く。」郎

中令（弟の趙成）をして内應せしめ、詐りて大賊有りと為し、楽をして吏
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を召し卒を発して追わしめんとす。楽の母を劫して、高の舎に置き（楽が

裏切らないように）、楽を遣わして吏卒千余人を将い、望夷宮の殿門に至

り、衛令・僕射を縛せしめて、曰く、「賊、此に入れり。何ぞ止めざる。」

衛令曰く、「周廬（宮殿の外周を取り巻いて設けた宿舎）、卒を設けて甚だ

謹めり。安んぞ賊敢て宮に入ることを得んや。」楽遂に衛令を斬り、直ち

に吏を将いて入り、行くゆく射る。郎宦者（郎中と宦官）大いに驚き、或

いは走り、或いは格（たたかう）う。格う者は輒ち死（ころす）す。死者

数十人。郎中令、楽と倶に入り、上の幄坐（四方にとばりを垂れめぐらし

た天子の座所）の幃（とばり）射る。二世怒り、左右を召す。左右皆惶擾

（コウ・ジョウ、おそれさわぐ）して闘わず。旁に宦者一人有り、侍して

敢て去らず。二世、内に入り、謂いて曰く、「公、何ぞ蚤く我に告げざる。

乃ち此に至る。」宦者曰く、「臣、敢て言わず。故に全きを得たり。臣をし

て蚤く言わしめば、皆已に誅せられしならん。安んぞ今に至るを得ん。」

閻楽前みて二世に即き数めて曰く、「足下は驕恣にして誅殺すること無道

なり。天下共に足下に畔けり。足下其れ自ら計を為せ。」二世曰く、「丞相

は見ることを得可きや否や。」楽曰く、「不可なり。」二世曰く、「吾願わく

は一郡を得て王と為らん。」許さず。又曰く、「願わくは萬戸侯と為らん。」

許さず。曰く、「願わくは妻子と與に黔首と為り、諸公子に比せん。」閻楽

曰く、「臣は命を丞相に受け、天下の為に足下を誅す。足下、多言すと雖

も、臣、敢て報ぜず。」其の兵を麾（さしまねく）きて進む。二世自殺す。

閻楽、帰りて趙高に報ず。趙高乃ち悉く諸大臣公子を召し、告ぐるに、二

世を誅するの状を以てして、曰く、「秦は故と王国なり。始皇、天下に君

たり。故に帝を称す。今六国は復た自立し、秦の地は益々小なり。乃ち空

名を以て帝と為るは、不可なり。宜しく王と為ること故の如くにするが便

なり」。二世の兄の子公子嬰を立てて秦王と為す。黔首を以て二世を杜南

の宜春苑中に葬る。子嬰をして齋せしめ、當に廟見して玉璽受くべしとす。

斎すること五日、子嬰、其の子二人と謀りて曰く、「丞相高は二世を望夷

宮に殺し、群臣の之を誅せんことを恐れ、乃ち詳りて義を以て我を立つ。

我聞く、趙高は乃ち楚と約し、秦の宗室を滅ぼして関中に王たらんとす、

と。今我をして斎して廟に見えしめんとす。此れ廟中に因り我を殺さんと

欲するなり。我、病と称して行かずんば、丞相必ず自ら来らん。来らば則

ち之を殺さん。」高、人をして子嬰に請わしむること数輩（数回）。子嬰行

かず。高果たして自ら往き、曰く、「宗廟は重事なり。王奈何ぞ行かざる。」

子嬰遂に高を斎宮に刺殺し、高家を三族し、以て咸陽に侚う。子嬰、秦王

と為りて四十六日、楚の将沛公、秦の軍を破り、武関に入り、遂に覇上に

至り、人をして子嬰に約降せしむ。子嬰、即ち頸に係くるに組（組みひも）
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を以てし、白馬（喪に服する者が乗る馬）素車（飾り気のない車）にて、

天子の璽符を奉じて、軹道（シ・ドウ、亭の名、長安の東十三里）の旁に

降る。沛公遂に咸陽に入り、宮室の府庫を封じ、還りて覇上に軍す。居る

こと月余、諸侯の兵至る。項籍（項羽、籍は名、羽は号）、従長為り。子

嬰及び秦の諸公子宗族を殺し、遂に咸陽を屠り、其の宮室を焼き、其の子

女を虜にし、其の珍宝貨財を収め、諸侯共に之を分かつ。秦の後を滅ぼし、

各々其の地を分かち三と為し、名づけて雍王、塞王、翟王と曰い、号して

三秦と曰う。項羽、西楚の覇王と為り、命を主り、天下を分かちて、諸侯

を王とす。秦、竟に滅ぶ。後五年にして、天下、漢に定まる。 

 

太史公曰く、「秦の先伯翳（ハク・エイ）は、嘗て勲、唐虞の際に有り。

土を受け、姓を賜わる。殷夏の間に及びて微にして散せり。周の衰うるに

至りて秦興る。西垂に邑し、繆公自り以来、稍くに諸侯を蚕食し、竟に始

皇を成す。始皇自ら以為らく、功は五帝を過ぎ、地は三王より広し、と。

而して之と侔（ひとしい）きを羞ず。善きかな。賈生の之を推言するや。

曰く（賈宜の『禍秦論』三篇の下篇）、「秦は諸侯を并兼し、山東三十余郡

あり。津関を繕（おさめる）め、険塞に拠り、甲兵を修めて之を守る。然

るに陳渉、戍卒の散乱の衆数百を以て、臂を奮いて大呼し、弓戟の兵を用

いず、鉏擾（ソ・ユウ、鉏は鋤、擾は鍬の柄）白梃（棍棒）にして、屋を

望みて食らい（家屋を探し、略奪して食らう）、天下に横行す。秦人、阻

険は守らず、関梁（関所と橋梁）は闔（とじる）ず、長戟は刺さず、彊弩

は射ず。楚の師、深く入り、鴻門に戦う。曾（すなわち）、藩籬の艱も無

し（藩、籬共にまがき、まがきを越えていくほどの苦労もない）。是に於

いて三東大いに擾れ、諸侯竝び起こり、豪俊相い立つ。秦、章邯をして将

として東征せしむ。章邯、因りて三軍の衆を以て外に要市し（都の外に居

て、領土を要求する）、以て其の上に謀る（主上に謀反する）。群臣の信な

らざること、此に見る可し。子嬰は立ちて遂に寤（さとる）らず。籍（も

し）、子嬰をして庸主の材有り、僅かに中佐（中程度の補佐の臣）を得し

めば、山東、乱るると雖も、秦の地は全くし有つ可く、宗廟の祀り、未だ

當に絶つべからざりしなり。秦の地は山を被り、河を帯び以て固めと為し、

四塞の国なり。繆公自り以来、秦王に至るまで二十余君、常に諸侯の雄為

り。豈に世世賢ならんや。其の勢居（国の形勢と王の居所）然るなり。且

つ天下嘗て心を同じうし、力を并せて秦を攻む。此れに當るの世、賢智並

列し、良将、其の師を行り、賢相は其の謀に通ず。然るに阻険に困しみて、

進むこと能わず。秦乃ち延き入れて戦わんとして、之が為に関を開けば、

百万の徒、逃れ北げて遂に壊る。豈に勇力智慧足らざらんや。形、利なら
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ず、勢、便ならざればなり。秦は小邑にして大城を并せ、険塞に守りて高

壘に軍して、戦う毋し。関を閉じ阨に拠り、戟を荷いて之を守りたりなば、

諸侯は匹夫より起こり、利を以て合い、素王（位は無くとも、聖徳のある

王者のような人）の行い有るに非ず、其の交わりは未だ親しまず、其の下

は未だ附かず、名は秦を亡ぼすを為せども、其の実は之を利とするなり。

彼の秦の阻の犯し難きを見ば、必ず師を退けん。土を安んじ民を息め、以

て其の敝を待ち、弱きを収め、罷れたるを扶け、以て大国の君に令せば、

意を海内に得ざるを患えじ。貴きことは天子と為り、富は天下を有ちて、

身は禽と為りしは、其の敗を救うこと非あればなり。秦王は己を足れりと

して問わず。過ちを遂げて変ぜず。二世は之を受け、因りて改めず。暴虐

にして以て禍を重ぬ。子嬰は孤立して親無く、危弱にして輔無し。三主は

惑いて終身悟らず。亡びしも亦た宜ならざらん。この時に當りてや、世に

深慮知化の士（深謀遠慮にして時世に合わせた働きをする士）無きに非ざ

るなり。然るに敢て忠を尽くし、過ちを拂（ただす）さざる所以は、秦の

俗に忌諱の禁多く、忠言未だ口を卒らずして、身は戮没と為ればなり。故

に天下の士をして耳を傾けて聴き（きちんと聞かないこと）、足を重ねて

立ち（身を固くして控えめに立つこと）、口を拑（つぐむ）みて言わざら

しむ。是を以て三主は道を失い、忠臣は敢て諫めず、智士は敢て謀らず。

天下已に乱れて、奸は上聞せず。豈に哀しからずや。先王（昔の聖王）は

雍敝（ふさぎおおわれる）の国を傷うを知れり。故に公卿・大夫・士を置

き、以て法を飾り刑を設けて、天下治まる。其の彊きや（彊いときは）、

暴を禁じ乱を誅して天下服す。其の弱きや、五伯（ハ、覇の意）征して諸

侯従う。其の削らるるや、内は守りて外は附きて、社稷存す。故に秦の盛

んなるや、法を繁くして刑を厳にして、天下振るう。其の衰うるに及びて

や、百姓は怨望して海内は畔く。故に周の五序（（『新書』では五は王に作

り、周王室の相続の順序の意。解釈はこれに従う）は其の道を得て、千余

歳まで絶えず。秦は本末並び失す。故に長久ならず。此れに因って之を観

れば、安危の統（本源）は、相い去ること遠し。野諺に曰く、『前事の忘

れざるは、後事の師なり。』是を以て君子の国を為むるや、之を上古に観

て、之を当世に験（試みる）し、参（まじえる）うるに人事を以てし、盛

衰の理を察し、権勢の宜を審らかにして、去就に序有り、変化に時有る（有

は応の意）故に曠日（何もせずに過ごす）長久にして、社稷安んず。（こ

れより上篇）秦の孝公は殽函（殽山と函谷関）の固めに拠り、雍州の地を

擁し、君臣固く守りて周室を窺う。天下を席巻し、宇内を包挙（包み込む）

し、四海を嚢括（ノウ・カツ、袋に入れて弄ぶように自由にすること）す

るの意、八荒（国外八方の極地）を并呑するの心有り。是の時に當りて商
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君、之を佐け、内は法度を立て、耕織に務め、守戦の備えを修む。外は連

衡して諸侯に戦う。是に於いて秦人は手を拱きて西河の外を取る。孝公既

に没す。恵王・ 武王は故業を蒙り、遺冊（イ・サク、孝公が残した政策）

に因りて、南のかた漢中を兼ね、西のかた巴・蜀を挙げ、東のかた膏腴の

地（豊饒な土地）を割き、北のかた（脱字であろう）要害の郡を収む。諸

侯は恐懼し、会盟して秦を弱めんことを謀り、珍器重宝肥美の地を愛しま

ず、以て天下の士を致し、合従して交わりを締び、相い與に一と為す。是

の時、斉に孟嘗有り、趙に平原有り、楚に春申有り、魏に信陵有り。此の

四君は、皆明知にして忠信、寛厚にして人を愛し、賢を尊び士を重んじ、

従を約し、衡を離し、韓・魏・燕・楚・斉・趙・宋・衛・中山の衆を并す。

是に於いて六国の士には、寧越・徐尚・蘇秦・杜赫の属有りて、之が謀を

為す。斉明・周冣（シュウ・シュ）・陳軫・昭滑・樓緩（ロウ・カン）・翟

景・蘇厲・樂毅の徒、其の意（諸国間の意志）を通じ、呉起・孫臏・帯侘・

兒良・王廖・田忌・廉頗・趙奢の朋、其の兵を制す。常に十倍の地、百万

の衆を以て、関を叩（『新書』は仰に作る）ぎて秦を攻む。秦人、関を開

きて、敵を延く。九国の師、逡巡遁逃（遁逃の二字は衍文）して、敢て進

まず。秦、亡矢遺鏃の費え無くして、天下の諸侯已に困む。是に於いて従

は散じ、約は解け、争いて地を割きて秦に奉ず。秦、余力有りて、其の敝

を制し、亡ぐるを追い、北ぐるを逐い、伏尸（倒れ伏した屍）百万、流血

は鹵（楯）を漂わす。利に因り便に乗じ、天下を、宰割（サイ・カツ、き

りさく）し、河山を分裂す。彊国は服せんと請い、弱国は入りて朝す。延

きて（引き続いて）、孝文王・荘襄王に及びて国を享くること日浅くとも、

国家事無し。秦王に至るに及びて、六世（孝公・恵王・武王・昭王・孝文

王・荘襄王）の余烈を続ぎて、長策を振いて（長い鞭を振るって馬を御す

ように）、宇内を御し、二周を呑みて、諸侯を亡ぼす。至尊（天子の位）

を履（ふむ）みて六合（天地四方）を制し、棰拊（スイ・フ、棰は杖、拊

はうつ、杖で打つ、又はその刑罰）を執り、以て天下を鞭笞（鞭打ちの刑

罰に処すこと）し、威、四海に振るう。南のかた百越の地を取り、以て桂

林・象郡と為す。百越の君は首を俛（ふす）せ、頚に係け（組みひもを頚

にかけて、生命を委ねる意思表示）、命を下吏に委ぬ。乃ち蒙恬をして北

のかた長城を築きて藩籬（かきね、転じて国境）を守らしめ、匈奴を却け

ること七百余里。胡人、敢て南下して馬を牧せず。士は敢て弓を彎（ひく）

きて怨みを報いず。是に於いて先王の道を廃して、百家の言を焚き、以て

黔首を愚にし、名城を墮（こぼつ）ち、豪俊を殺し、天下の兵（武器）を

収め、之を咸陽に聚め、鋒（ホウ、矛先）を銷（とかす）し、鐻（キョ、

鐘かけの台）を鋳し（『新書』は銷鋒鍉鋳に作る）、以て金人十二を為り、
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以て黔首の民を弱くす。然る後、華を斬り（華山を切り開いて）城を為り、

河に因りて津（城を巡る堀池）と為し、億丈の城に拠り、不測の谿に臨み、

以て固めと為す。良将勁弩、要害の処を守り、信臣精卒、兵を陳ねて誰何

す（通行人を訊問して不審者を通さないようにした）。天下以（すでに）

に定まる。秦王の心、自ら以為らく、関中の固めは、金城千里、子孫帝王

万世の業なり、と。秦王既に没し、余威、殊俗（風俗を異にした蛮夷）に

振るう。陳渉、甕牖縄枢（オウ・ユウ・ジョウ・スウ、甕牖は甕の口を窓

にすること、縄枢は縄で戸を結びとぼそにすること、甕牖縄枢で貧しい家

の意）の子、甿隷（甿は賎民、隷は下僕）の人にして、遷徙の徒なり。才

能は中人に及ばず、仲尼（孔子）墨翟（墨子）の賢、陶朱（越王勾踐に仕

えた范蠡、その後陶に行き、巨万の富を築いた）猗頓（魯の大富豪）の富、

有るに非ず。足を行伍（兵列、行は二十五人、伍は五人）の間に躡み（ふ

む、足を躡むで、駆け回るの意）、而して什伯（『新書』は阡陌に作る。南

北のあぜ道を阡、東西を陌という。之に従いて解釈する）の中に倔起（勃

起）し、罷散の卒を率い、数百の衆を将いて、転じて秦を攻む。木を斬り

兵（武器）と為し、竿を掲げて旗と為す。天下雲集響応し、糧を贏（にな

う）いて景のごとく従う。山東の豪俊、遂に竝び起きて秦の族を亡ぼしぬ。

且つ夫れ天下は小弱に非ざるなり。雍州の地、殽函の固めは、自若なり。

陳渉の位、斉・楚・燕・趙・韓・魏・宋・衛。中山の君よりも尊きに非ず。

鉏櫌棘矜（ショ・ユウ・キョク・キン、鉏、櫌共に鋤の意。鋤の柄及び棘

を以て矛を作った）にして、句戟（刃の曲がった戟）長鎩（チョウ・サイ、

刃の長い矛）よりも錟（タン、するどい）なるに非ざるなり。適戍の衆、

九国の師に抗（あたる）るに非ず、深謀遠慮、行軍用兵の道、郷（嚮に通

ず）の時の士（嘗ての戦国時代の士）に及ぶに非ざるなり。然れども成敗

（陳渉の挙兵の成功と六国の失敗）は変を異にし、功業は相い反せるなり。

試みに山東の国をして陳渉と長（領土の長大）を度り、大（兵力の大きさ）

を絜（はかる）り、権を比し、力を量らしめば、則ち年を同じくして語る

可からず（同じ時代の出来事として語ることが出来ないほど違いがある）。

然るに秦は区区（狭い土地の形容）の地、千乗の権（千乗の兵車を発する

権力）を以て、八州を招きて同列（同じ諸侯）を朝せしめたること百有余

年。然る後六合を以て家と為し、殽函を宮と為せり。一夫、難を作して、

七廟は墮れ、身は人の手に死し、天下の笑いと為りしは何ぞや。仁義、施

さずして、攻守の勢い異なればなり。（これより中篇）秦は海内を并せ、

諸侯を兼ね、南面して帝と称し、以て四海を養う。天下の士、斐然（草が

風になびくように）として風に郷えり。是の如きは何ぞや。曰く、近古の

王者無きこと久しければなり。周室、卑微にして、五覇、既に歿し、令、
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天下に行われず。是を以て諸侯、力政し（力で政治を行う）、彊きは弱き

を侵し、衆は寡を暴し、兵革、休まず、士民罷敝せり。今、秦は南面して

天下に王たり。是れ上に天子有るなり。既に元元の民（国の源である民）、

其の生命を安んずるを得んことを冀（こいねがう）い、虚心にして上を仰

がざるもの莫し。此れの時に當りて威を守り功を定むべし。安危の本は此

れに在り。秦王は貪鄙（欲深でいやしい心）の心を懐き、自奮の智を行い、

功臣を信ぜず、士民を親しまず。王道を廃して私権を立て、文書を禁じて

刑法を酷にす。詐力（詐謀兵力）を先にして仁義を後にし、暴虐を以て天

下の始めと為す（先駆けとした）。夫れ并兼する者は詐力を高しとし、安

定する者は順権（道理に順った権威）を貴ぶ。此れ取ることと守ることと

は術を同じうせざるを言うなり。秦、戦国を離れて天下に王たれども、其

の道は易えず、其の政は改めず。是れ其の之を取り之を守る所以の者は異

なれり。孤独にして之を有つ。故に其の亡ぶこと立ちて待つ可し。借し秦

王をして上世の事を計り、殷周の迹に並び、以て其の政を制御せしめば、

後に淫驕の主有りと雖も、未だ傾危の患い有らざりしならん。故に三王の

天下を建つるや、名号は顕美にして功業は長久なり。今、秦、二世立つや、

天下、領（くび）を引きて其の政を観ざるもの莫し。夫れ寒える者は裋褐

（シュ・カツ、粗末な糸で作った衣服）を利とし、饑ゆる者は糟糠甘しと

す。天下の嗷嗷（ゴウ・ゴウ、『新書』は囂囂に作る。多くの人が不平を

訴えて恨むさま）たるは、新王の資（元となる材料）なり。此れ労れたる

民の仁を為し易きを言うなり。郷に二世をして庸主の行い有りて、忠賢に

任ぜしめ、臣主、心を一にして、海内の患いを憂え、縞素（喪服）して先

帝の過ちを正し、地を表（裂の誤りであろう）き民を分かち、以て功臣の

後を封じ、国を建て君を立て、以て天下を礼し、囹圉（レイ・ギョ、獄舎）

を虚しくして、刑戮を免じ、収帑汙穢（シュウ・ド・オ・アイ、賄賂を取

り物を隠す）の罪を除去し、各々をして其の郷里に反らしめ、倉廩（米蔵）

發き、財幣を散じ、以て孤独・窮困の士を振わし、賦を軽くし事を少なく

し（徭役を少なくする）、以て百姓の急を佐け、法を約し、刑を省き、以

て其の後を持（たもつ）ち、天下の人をして皆自ら新たなるを得しめ、節

を更め行いを修め、各々其の身を慎み、万民の望みを塞ぎて、威徳を以て

天下に與せば、天下集んぜしならん。即ち四海の内、皆讙然（よろこぶ）

として各々自ら其の処を安楽し、唯だ変有るを恐るるのみ。狡猾の民有り

と雖も上を離るるの心無くんば、則ち不軌（国家の法に順わない）の臣、

以て其の智を飾る無くして、暴乱の奸止みしならん。二世は此の術を行わ

ずして、此れに重ぬるに無道を以てし、壊宗廟與民（徐廣曰く、この五字

無し。衍文であろう）更に始めて阿房宮を作り、刑を繁くし、誅を厳しく
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し、吏治刻深（官吏の政治は惨刻である）にして、賞罸（罰に同じ）は當

らず、賦斂は度無く、天下事多く、吏、紀すること能わず。百姓は困窮し

て、主は収恤せず。然る後、奸偽、並び起こりて、上下相い遁れ、罪を蒙

る者衆く、刑戮、道に相い望みて、天下之に苦しむ。君卿自り以下衆庶に

至るまで、人、自ら危ぶむの心を懐き、親ら窮苦の実に処り、咸、其の位

に安んぜず。故に動かし易かりしなり（動揺しやすくなった）。是を以て

陳渉、湯武の賢を用いず、公侯の尊に籍らずして、臂を大澤に奮いて、天

下響応するは、其の民、危めばなり。故に先王は始終の変を見て、存亡の

機を見る。是を以て民を収（やしなう）うの道は、務めて之を安んずる在

るのみ。天下、逆行の臣有りと雖も、必ず饗応の助け無し。故に曰く、『安

んずる民は與に義を行う可くして、危ぶめる民は與に非を為し易し。』之

の謂なり。貴きことは天子と為り、富は天下を有ちて、身は戮殺を免れざ

るは、傾けるを正すこと非なればなり（始皇の時から傾いた政治を正すこ

とに誤りがあった）。是れ二世の過ちなり。」 

 

＊太史公の論賛は以上で終わり、以下は後漢の時代に尚ほ存在した秦の旧

記を漢書の編纂で名高い班固が明帝の下問に答えた語と併せて本紀の末

に付載したものである。 

 

（秦旧記） 

襄公立ちて、国を享くること十二年、初めて西畤（畤は祭地、西方の祭地）

を為る。西垂に葬る。文公を生む。 

文公立ち、西垂の宮に居る。五十年にして死す。西垂に葬る。静公を生む。 

静公、国を饗（うける）けずして死す。憲公（史記は寧公に作る）を生む。 

憲公、国を饗くること十二年。西新邑に居る。死して衙に葬る。武公・徳

公・出子を生む。 

出子、国を饗くること六年。西陵に居る。庶長弗忌・威累・参父の三人、

賊を率いて出子を鄙衍に賊す。衙に葬る。武公立つ。 

武公、国を饗くること二十年。平陽封宮に居る。宣陽聚の東南に葬る。三

庶長、其の罪に伏す。徳公立つ。 

徳公、国を享くること二年。雍大鄭宮に居る。宣公・成公・繆公を生む。

陽に葬る。初めて伏し（お祓い）、以て蠱（コ、毒気）を御（ふせぐ、禦

に通ず）ぐ。 

宣公、国を享くること十二年。陽宮に居る。陽に葬る。初めて閏月を志（し

るす）す。 

成公、国を享くること四年。雍の宮に居る。陽に葬る。斉、山戎孤竹を伐
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つ。 

繆公、国を享くること三十九年。天子、覇を致す。雍に葬る。繆公、著人

（宦者）に学ぶ。康公を生む。 

康公、国を享くること十二年。雍高寝に居る。コウ（“立”の右に“句”）

社に葬る。共公を生む。 

共公、国を享くること五年。雍高寝に居る。康公の南に葬る。桓公を生む。 

桓公、国を享くること二十七年。雍高寝に居る。義里丘の北に葬る。景公

を生む。 

景公、国を享くること四十年。雍高寝に居る。丘里の南に葬る。畢公（史

記本文では哀公に作る）を生む。 

畢公、国を享くること三十六年。車里の北に葬る。夷公を生む。 

夷公、国を享けずして死す。左宮に葬る。恵公を生む。 

恵公、国を享くること十年。車里に葬る。（康景、衍文）悼公を生む。 

悼公、国を享くること十五年。僖公の西の城雍に葬る。刺龔公（史記本文

は厲共公に作る）を生む。 

刺龔公、国を享くること三十四年。入里に葬る。躁公・懐公を生む。其の

十年、彗星見る。 

躁公、国を享くること十四年、受寝に居る。悼公の南に葬る。其の元年、

彗星見る。 

懐公、晋従り来たり、国を享くること四年。櫟圉氏に葬る。霊公を生む。

諸臣、懐公を囲む。懐公、自殺す。 

肅霊公は昭子の子なり。涇陽に居る。国を享くること十年。悼公の西に葬

る。簡公を生む。 

簡公、晋従り来る。国を享くること十五年。僖公の西に葬る。恵公を生む。

其の七年、百姓、初めて剣を帯ぶ。 

恵公、国を享くること十三年。陵圉に葬る。出公を生む。 

出公、国を享くること二年。出公、自殺す。雍に葬る。 

獻公、国を享くること二十三年。囂圉（ゴウ・ギョ）に葬る。孝公を生む。 

孝公、国を享くること二十四年。弟圉に葬る。恵文王を生む。其の十三年、

始めて咸陽に都す。 

恵文王、国を享くること二十七年。公陵に葬る。悼武王を生む。 

悼武王、国を享くること四年。永陵に葬る。 

昭襄王、国を享くること五十六年。茝陽（シ・ヨウ）に葬る。孝文王を生

む。 

孝文王、国を享くること一年。壽陵に葬る。荘襄王を生む。 

荘襄王、国を享くること三年。茝陽に葬る。始皇帝を生む。呂不韋、相た
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り。 

獻公、立ちて七年、初めて市を為すを行う。十年、戸籍を為り相い伍す（五

人一組の隣組を作った）。 

孝公立ちて十六年、時に桃李、冬に華さく。 

恵文王、生まれて十九年にして立つ。立ちて二年、初めて銭を行う。新に

生まるる嬰児有りて、曰く、「秦、且に王たらんとす。」 

悼武王、生まれて十九年にして立つ。立ちて三年、渭水、赤たること三日。 

昭襄王、生まれて十九年にして立つ。立ちて四年、初めて田を為（おさめ

る）めて阡陌（南北、東西のあぜ道、秦本紀の孝公十二年の条を参照され

たし）を開く。 

孝文王、生まれて五十三年にして立つ。 

荘襄王、生まれて三十二年にして立つ。立ちて二年、太原の地を取る。荘

襄王元年、大赦し、先王の功臣を脩め、徳を施し骨肉を厚くし、恵を民に

布く。東周、諸侯と與に秦に謀る。秦、相国不韋をして之を誅せしめ、尽

く其の国を入る。秦、其の祀りを絶たず。陽人の地を以て周君に賜い、其

の祭祀を奉ぜしむ。 

始皇、国を享くること三十七年。酈邑に葬る。二世皇帝を生む。始皇、生

まれて十三年にして立つ。 

二世皇帝、国を享くること三年。宜春に葬る。趙高、丞相安武侯と為る。

二世、生まれて十二年にして立つ（本紀では二十一年）。 

右、秦の襄公より二世に至るまで、六百一十歳（正義曰く、秦本紀は襄公

自り二世に至るまで、五百七十六年。年表は襄公自り二世に至るまで、五

百六十一年。三説並びて同じからず。未だ孰れが是なるかを知らず。） 

 

（班固の文） 

孝明帝十七年（西暦 74年）十月十五日乙丑、曰く、「周暦は已に移り、

仁（仁徳のある子）、母（周を指す）に代わらず。秦、其の位に直（あた

る）り、呂政（始皇帝、政は名、呂不韋が生んだ子とされていたので呂政

と言う）、残虐なり。然るに諸侯を以て十三にして天下を并兼し、情を極

め欲を縦にし、宗親（宗族と親戚）を養育す。三十七年、兵、加えざる所

無く、政令を制作し、後王に施す（後世の王に影響を与えた）。蓋し聖人

の威を得、河神、図を授け、狼狐（弓矢を司る星）に拠り、参伐（殺戮を

司る星）を蹈み、佐攻駆除し（天下を駆け巡って敵を攻め滅ぼす）、之を

始皇と称するに距（いたる）る。始皇既に歿し、胡亥は極めて愚なり。酈

山未だ畢わずして、復た安房を作り、以て前策を遂げんとして、云わく、

『凡そ天下を有つ者を貴しと為す所は、意を肆にし、欲を極むればなり、』
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大臣、先君の為す所罷めんと欲するに至り、斯・去疾を誅し、趙高を任用

す、痛ましいかな、言（二世の言葉）や。人頭畜鳴（頭は人間でも言うこ

とは獣と同じである）す。威あらざれば、悪を伐たず。篤からざれば、虚

しくは亡びず（“悪”の手前で区切る説と、“悪”で区切る説とがある。こ

こでは『正義』の説に従い悪で区切り解釈する。帝王の威をかりた残酷暴

虐の悪でなければ伐たれることもなかったし、その悪もここまで篤くなけ

れば虚しく亡びることも無かったであろう）。之（帝位）に留まるを得ざ

るに距り、残虐し、以て期（滅びに至る時期）を促す。形便の国に居ると

雖も、猶ほ存するを得ず。子嬰は次を度り嗣ぐを得、玉冠を冠り、華紱（カ・

フツ、華やかな印綬の組みひも、天子の印綬）佩び、黄屋（天蓋の内側を

黄色に彩色した天子の車）を車にし、百司を従え、七廟に謁す。小人、非

位（分不相応な位）に乗れば、怳惚（コウ・コツ、恍惚）として守りを失

い、安を日日に偸（ぬすむ）まざるは莫し。（しかるに子嬰は）独り能く

長く念い却き慮り、父子、権を作し、近く戸牖（コ・ユウ、戸と窓）の間

に取り、竟に猾臣を誅し、君の為に賊を討つ。高が死せるの後、賓婚（賓

客と姻戚）未だ尽く相い労うことを得ず。餐未だ咽を下るに及ばず、酒未

だ唇を濡らすに及ばざるに、楚の兵已に関中を屠り、真人、覇上に翔ける。

素車にして組を嬰し（組みひもを頚にかけ降服の意を示す）、其の符壐を

奉じ、以て帝者に帰す。鄭伯の茅旌鸞刀し（左手に茅旌を執り、右手に鸞

刀を執り、降服の意を示す。鸞刀とは犠牲を割く刀）し、厳王（楚の荘王

のこと、明帝の諱が荘なので避けた）、退きて舎すごとし。河、決せば復

た壅ぐ可からず。魚、爛（ただれる）れば復た全くす可からず。買誼・司

馬遷曰く、「向に、嬰をして庸主の才有り、僅かに中佐を得しめば、山東、

乱るると雖も、秦の地は全くして有つ可く、宗廟の祀り、未だ當に絶つべ

からざりしならん。」秦の積衰は、天下の土、崩れ瓦解す。周旦の材有る

と雖も、復た其の巧みを陳ぶる所無からん。而るに以て一日の孤（子嬰）

を責むるは、誤れるかな。俗に秦の始皇、罪悪を起こし、胡亥、極めたり、

と伝うるは、其の理を得たり。復た小子を責めて、秦の地は全くす可かり

しならん、と云うは、所謂時変に通ぜざる者なり。紀季はケイ（“おおざ

とへん”に“雟”の字、邑の名）を以てし、春秋には名いわず（斉が紀を

滅ぼした時、紀季はケイの邑を献上して社稷を保った。紀季とは名前でな

く、紀侯の末の弟を指す。春秋に曰く、紀季、ケイを以て斉に入る。公羊

伝に曰く、何を以てか名をいわず。之を賢とすればなり。）吾、秦紀を読

みて、子嬰が趙高を車裂するに至りて、未だ嘗て其の決を健とし、其の志

を憐れまずんばあらず。嬰は死生の義備われり。 

 


